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東日本大震災の被災地へ実際に赴き，
ボランティア活動に参加した
福井大学の学生 5 名による座談会を行いました。
活動を通してそれぞれが感じたことや，
現地で体験したこと，
ボランティア活動が自分たちに
どう影響したのかなどについて意見を重ねました。
学生 平井達基さん（医学部医学科１年）
 野村晴香さん（医学部医学科１年）
 浦山幸子さん（医学部看護学科３年）
 横村友哉さん（大学院工学研究科博士前期１年）
 福間将浩さん（大学院工学研究科博士前期１年）
司会 眞弓光文理事
■ すべては参加することから始まる
眞弓：今回の 3.11 の東日本大震災を受けて，
福井大学から大勢の教職員・学生の方々がボ
ランティア活動に従事しました。大学が把握
している分だけでも，学生ボランティアは 83
名を数え，延べ87回にわたって主に宮城県石
巻市と岩手県陸前高田市にて活動を行ってい
ます。参加した学生たちの顔ぶれを見ますと，
比較的時間に余裕のある１，２年生だけでなく，
３，４年生，あるいは工学研究科の大学院生
の方々も参加しており，いかにこの大震災の
支援活動に対する皆さんの思いが強いかを窺
い知ることができます。この座談会では，実
際に参加された５名の皆さんにボランティア
活動についての忌憚のない意見を聞きたいと思っ
ています。では，まず最初にボランティアに
参加した動機と活動内容から教えてください。
浦山：私の場合，看護の授業で酒井教授が「陸
前高田市の子どもたちに何か楽しいプレゼン
トを贈りたい」とお話しされたことがきっか
けになっています。同時に，実習が本格的に
始まる前に，緊急の場所での災害看護を通して，
看護の在り方や一般の方への支援の必要性な
どを知りたいとも思いました。私が行った時
期は 5月の初めで，まだボランティアの体制
がしっかり整っていない状況ではありましたが，
主にご飯を作ったり，高齢者の入浴介助など
をさせていただきました。
平井：未曾有の大災害といわれる大震災に見
舞われた現場で，ひとりの人間として何がで
きるのか，どういった力になれるのかを知り
たかったというのが動機のひとつです。それ
とともにやはり被災された方々の少しでも力
になりたいという思いからボランティアに参
加しました。将来，医師として災害で被災さ
れた方々と関わることがあるかも知れません。
その時のためにも，まだ医師ではない今の自
分が被災された方々の話を聞くことで，自分
の中で何か感じておかなければいけないので
はないかと思ったのです。ボランティアでの
具体的な活動内容は，仮設住宅を訪問して皆
さんの健康状態を伺ったり，ひとりでお住ま
いのお年寄りと話をさせていただいたりしま
した。また，大船渡市では実際に１階部分が
すべて津波の被害を受けたお宅にお邪魔して，
壁を壊す作業をしたり，海水に浸かった部分
の掃除といったことも行いました。
野村：私のきっかけとなったのは，実際にボ
ランティア活動に参加された方から大学１年
生に向けて活動の内容を詳しく説明していた
だいたことです。その時に初めて福井大学か
ら東北へのボランティアに行けることを知っ
たのです。夏休み前に募集があり，自分も何
か役に立てたらと思って参加させてもらいま
した。活動内容は，平井さんと同じように仮
設住宅を訪問し，今，何が足りないか，どん
なことをしてほしいかなどを一軒一軒聞いて
回りました。他には津波で海水に浸かってしまっ
た所の砂とガラスを分別する作業をしたり，
思い出の品々についた汚れを取り除く作業な
ども行いました。
浦山幸子さん
平井達基さん
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横村：もともとまちづくりの研究室に所属し
ている自分としては，被災した地域の今後の
まちづくりに関心がありました。また，自分
はどういった支援ができるのかが最初は全然
分からなかったので，一度ボランティアをし
てみて，そこから何か考えていけたらと思っ
たのがきっかけです。学校を介さずに同じ研
究室のメンバーたちと一緒に個人的に参加し
ました。活動としては，まず，石巻市のRQボ
ランティアセンターへ行き，そこで自分たち
と同じように個人で参加されているボランティ
アの皆さんと一緒に波板という地区の瓦礫の
整理やゴミの分別を主に行い，他にも市街地
の道路の清掃も行いました。
福間：同じゼミのメンバーに誘われたのがきっ
かけで参加しました。現状を生で感じてみたかっ
たと思いましたし，実際に現地に行って自分
がどういう風に感じるのかということを体験
してみたかったからです。活動内容は横村さ
んと同じで，瓦礫撤去や道路の土砂を取り除
く作業に従事したりしました。
■ 被災地で感じた，もどかしさ，痛み
眞弓：特に今回は災害が激甚かつ広範囲に渡っ
たため，ボランティア活動を行うにあたり，
福井県からは遠い被災地までの移動手段から
食料，宿泊まで，すべて自らが準備しなくて
はいけないという非常に制約が多い中での活
動だったと思います。さらに，あまりにも被
害が大きすぎて思ったようなボランティア活
動ができなかったという話も聞き及んでいます。
皆さんは実際に行かれて，いろいろなことを
感じられたと思いますが，中でも一番印象に残っ
ていることは何ですか。
浦山：一番印象に残ったのは，ボランティア
の体制があまり整っていない状況では，人が
できることに限界があると感じたことです。
また，学生ボランティアはどうしても学業が
優先するという面があります。その意味から
も授業の調整や大学側でのボランティア活動
を支えるシステムが整えば，さらに学生ボラ
ンティアの人数が増えるだろうと思いました。
現地での体制的な部分でいうと，ボランティ
ア用に配達された食料が腐ってしまったり，
あるいは足りなかったりと，食料の管理・分
配がきちんと行われなかったということがあ
ります。こんなもったいないことをするくら
いなら，食べ物がなくて困っている被災者の
人にまわしたほうがいいのにと感じていました。
そういう状況を目の当たりにしていましたので，
もっとボランティア体制がしっかり確立され
たらという印象が強かったです。今振り返ると，
ボランティアをする側に気持ちの余裕がない
とちゃんとした支援や人々との関わりはでき
ないのではないかと思います。
平井：実際に行ってみると，被災地の海岸沿
いでは地盤沈下が起こり，かつて陸だったと
ころが海になっていたり，家や町そのものが
完全に流されたりしていました。それを目撃
したところで今の自分には何もすることがで
きないというもどかしさが強く心に残ってい
ます。私がボランティアに行ったのは震災か
ら半年後ぐらいのころでしたが，お話を伺う
皆さんから心の奥に深い傷を負っているのを
間近で感じつつ，それに対して何もアクショ
ンすることのできない自分の無力さも痛感し
ました。もっと役に立つ知識や技術を身につ
けて，被災された方々のためにもう一度，役
に立てればいいなと思っています。私は主に
陸前高田市で活動していたのですが，「チーム
福井」というゼッケンをつけて作業をしてい
ると，「こないだも見たよ」って声をかけてい
ただいたこともあって，福井県とのつながり
を感じました。ボランティアセンターも所々
にあって，私が行った時期は非常にボランティ
アの体制は整いつつあり，活動しやすい環境
になっていたと思います。
野村：語弊があるかもしれませんが，実際に行っ
てみて分かったのは，思っていたより簡単に
行けるという事実でした。同行したリーダー
がバスの手配からボランティアセンターでの
手続き，宿泊の手配までしてくれて，私はた
だ与えられた仕事をやるという形だったので，
行くまでに想像していた大変さはそこまで感
じませんでした。私自身，ボランティアを経
験された方の体験談がきっかけだったわけで
すし，今後は私が経験者として，活動を紹介
することで，足踏みしている方に思っている
より大変ではないと伝えたいです。
横村：現地ではテレビが映し出す映像とは比
べものにならない被害に衝撃を覚えました。
ボランティア期間が短かったこともあり，作
業をしてもきれいになったという実感はあり
ませんでした。ですが，一緒に清掃を行って
いた村長さんからとても感謝していただき，
大変うれしく思う反面，ボランティアの手が
全然足りていないもどかしさを感じました。
福間：ボランティアに必要なヘルメットや長
靴など，いくつかの準備物を大学からお借り
でき助かりましたが，その他の備品などは自
分たちで用意しました。そういう準備面を大
学からフォローしてもらえると，もっと人は
増えたのではないでしょうか。現地において
も各ボランティア団体がスムーズに連携する
体制が必要だったと思います。
横村友哉さん 福間将浩さん
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■ 人とのつながりが，人を支える
眞弓：福井でも過去にナホトカ号座礁事故や
福井豪雨の際，県外から多くのボランティア
が来てくださいました。しかし，今回のよう
な広範囲かつ甚大な被害の中でのボランティ
ア活動は過去に例を見ません。そういった状
況を自分自身の目で見，肌で感じたことで，
それまでの自分とどんな風に考え方が変わり
ましたか？
浦山：家族が近くにいて，毎日ごはんが食べ
られて，学校に行けて，お風呂に入れて，温
かい布団で寝られるという日常が決して当た
り前ではないのだと思い知らされました。自
分が元気でいられることのありがたみを身に
しみて感じましたし，それが一番変わったこ
とだと思います。
平井：改めて思ったのは，人とのつながりと
いうのは，いざというときほど大切なよりど
ころになるということです。被災された方の
お話の中で，津波で家や多くのものを失った
つらさ以上に，仮設住宅で暮らすようになり，
それまでの仲間やご近所の方との横のつなが
りがなくなってしまったことが本当につらい
とおっしゃられていて，家族はもちろんです
が人と人とのつながりというものの大きさ，
大切さに気づかされました。
野村：今まで参加してきたボランティア活動
は受動的だったように思いますが，今回の活
動を機に自分から呼びかけられるようになり
たいと思いました。
横村：今まで原発や環境のことを気にするこ
とはあまりありませんでしたが，今はエコや
電気のことを自分でいろいろと調べたり，話
を聞きに行ったりするようになりました。意
識が変わったのだと思います。
福間：自分は今までの価値観が変わりました。
当たり前だと思っていたことが，改めてとて
も大切なことなのだと実感しましたし，逆に
これが正しいと思っていたことでも，時には
疑うことが必要で，正しいかどうかを自分でしっ
かり考えるようになりました。今回のことで，
いろいろなことを考えさせられたように思い
ます。
眞弓：ボランティア活動というのは，何かし
たいと思って行ってみても案外思うようにで
きないことも多々あって，もどかしい部分も
出てきたりすると思います。また，支援する
ということは，その人たちの 100 の苦労のう
ち 1つは自分たちが引き受けることともいえ
ますが，被災地を支援しないといけないと口
では言いながら，たとえば瓦礫の受入れなど，
自分達に負担がかかることは嫌だというよう
な風潮も見られます。実際に現地に行ってみて，
どのように感じましたか？
浦山：ボランティアはしてあげるという感覚
ではなく，させてもらう，させていただくと
いう気持ちでするものだと大学の先生から伺っ
たことがあります。自己管理は当たり前，相
手側に迷惑をかけたり，気持ちを踏みにじる
ことをしてはいけないともいわれました。興
味本位で行くことが悪いこととは思いませんが，
少しでも被災された方の気持ちを考えてボラ
ンティアに行かれる方が増えればいいなと感
じました。
野村：暑い中での瓦礫作業などは確かに大変
でしたし疲れもしましたが，被災者の皆さん
から「ありがとう」といってくださったこと
が単純に嬉しかったです。役に立つという自
覚は自分の意識や行動を変える意味からもい
いことなのだと思えました。
■ 経験したからこそ見えてきた，
  これからの自分
眞弓：実際に被災地に行かれていろいろな影
響を受けたことと思います。これからの皆さ
んの大学での学びにどのような影響を与える
と思いますか？
浦山：支援を今後も継続して，被災された方
が徐々に自立した生活を送れるようにするこ
とが大事と感じました。これは看護にも通じ
る面があります。患者さんを支えるだけでなく，
自らを高める努力も必要だということです。
今後は災害看護についても勉強しながら，個
人の生活やそれぞれの皆さんの力に合った支
援の在り方を考えていけたらと思います。
平井：将来，自分が医師としてもう一度東北
の人たちの役に立つことがひとつの目標にな
りましたし，今の大学生活においてのモチベー
ションにもなっています。今回のような危機
的な状況にこそ，患者さんの立場に立った医
療が求められると思います。そういった場面
でも能力を発揮できる医師になりたいと強く
感じました。
野村：つらい体験をされた方の傷を癒すには
時間もかかります。その方のことを理解しよ
うとする姿勢や接し方の大切さに気づくこと
ができたように思います。これは仮設住宅へ
訪問した時のことです。ご高齢の方で，大変
喜んでいただいて，初めのうちは普通にお話
をしていただけでしたが，よくよく話を伺っ
てみると，目の前で自分の家が流されるとい
うつらい体験をされた方だったことが分かり
ました。時間をかけなければ本当の思いに触
れることはできないと実感しましたし，将来，
患者さんとじっくり話をして本当の気持ちを
共感できるような医師になりたいとも思いま
した。
横村：今，自分が学んでいる建築にはかっこ
よさやユニークさといった，災害の状況下で
はまったく必要とされない要素が結構多いこ
とを知りました。今後は建築だけにとらわれず，
環境や人のことも含めた広い視野が必要だと
思います。今回のことで自分の無力さを痛感し，
もっと幅広い視点でさまざまなことを考えて
いかなければと思いました。
福間：私は将来，まちづくりに携わりたいと思っ
ているのですが，まちを作る上で経済的な側
面よりもっと大事なことがあるのではないか
と意識が変わりました。夢のような話かもし
れませんが，その大事なところを地域の方と
一緒に作っていけたらいいなと思います。
眞弓：皆さんの周りには今回のボランティア
に参加した方と参加していない方がいらっしゃ
ると思います。その参加した人と参加してな
い人の認識の差は感じますか？
浦山：ボランティアに参加した人と話す時は「大
変」とか「つらい」という安易な表現を使う
ことは少ないのですが，現場を知らない人か
らは頻繁にそういう言葉を耳にします。参加
しないことが悪いとは思いませんが，その差
は大きいと思います。
眞弓：そういった認識の差が出てくるのは当
然で，その差を埋めるのは大変でしょうね。
それは参加された皆さんの大きな役割のひと
つなのかもしれません。今回のボランティア
活動は，皆さんが今後どういうことを考えて
医療人になるのか，あるいは建築の仕事に携
わるのかという面において貴重な糧となる体
験だったと思います。自分の肌で感じたこと
は一生忘れられないと思いますし，その経験
をどう自分の中で消化していくかが大事になっ
てくるのだと思います。ぜひ，皆さんの経験
を声に出して，本学あるいは周りの人たちに
伝えていってほしいと思うと同時に，まだ震
災の復興も続いている中で，これからも少し
でも多くの方が力を貸していただけることを願っ
ております。本日はありがとうございました。
野村晴香さん
眞弓光文理事
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